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私たちがふだん使っている鏡は、ガラスの裏面に銀やアルミニウムをメッキし
た(もしくは蒸着という方法を用いた)ものです。その昔は、金属そのものを磨い

ろくしょう

て鏡にしていました。青銅鏡というと、遺跡から発掘されて緑青で緑色になってい
て、模様の面が注目されるので、あまり鏡というイメージがないかもしれません
が、模様の反対側の面は磨かれて鏡とし
て使われていたのです。このような金属
を磨いた鏡と比べると、ガラスの裏面に
金属をメッキすることで、金属の表面は
滑らかになり、直接空気に触れないので
腐食もしにくいという利便性がありま
す。ただ、どちらにしても、金属が光を反
射することを利用していることに違いは
ありませんが、金属は100%光を反射す
るのではありません。
これに対して、写真の小さな鏡は全く金属を使っていないのです。それどころ
か、鏡なのに透明な物質だけでできているのです。
しゃぼん玉は透明な石けん水でできているのに虹色に見えますね。また、メガ
ネやカメラのレンズの表面で反射した光が、コーティングによって緑色や紫色に
なっているのを見たことはないでしょうか。しゃぼん玉やコーティングの薄い膜の
厚さが光の波長(およそ0.4～0.8μm)程度だと、表面で反射した光と裏面で反射
した光が干渉という現象を起こします。光には波の性質があるので、表面で反射
した光の波の山や谷が、裏面で反射した光の波の山や谷と、一致すると強め合
い、山と谷があべこべになると打ち消し合うのです。屈折率の異なる2種類の物

質を交互に何層もコーティングすることで、ある
色の光を強く反射させることができ、さらに層の
厚さを変えることにより、ある程度の色の範囲の
光を反射させることもできるのです。
写真の小さな鏡は、このようにして可視光線全

てを99%以上反射するように作られたものです。
透明な物質だけでできているのに、普通の鏡(下
に敷いた鏡)よりも反射率が高いのです。
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